
知事選・
－

晶

水面下の
橋はるみvs荒井晩

クー
l
∫
■
▼移るとる川亡

昭
和
　
三
十
九
年
三
　
月

平
成
十
九
年
三
月
一
日
発
行

⑳
高
橋
は
る
み
知
事
・
林
芳
正
附
相
即

道
州
制
が
日
本
を
変
え
る
ー
，

札銀を合併、北洋・横内龍三の大膿戦略

岩田圭剛今地崎合併のメリットと不安や

学生・親・教師必読、いま「就職」は・・・

「現代健康学」長生きの秘訣大特集J

◆上田怪文乱出所は闇所のこの4人？

三
　
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

第
四
五
巻
　
第
三
号
（
毎
月
一
日
発
行
）



入
る
べ
き
会
社
を
見
極
め
る

に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
社
屋
で
は

な
く
、
そ
の
会
社
で
働
い
て
い

る
人
間
を
見
て
ほ
し
い
。
説
明

会
や
O
B
訪
問
に
出
て
く
る
社

員
に
あ
こ
が
れ
て
入
社
す
る
人

が
い
ま
す
け
ど
、
あ
れ
は
企
業

側
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た

〝
カ
ッ
コ
イ
イ
社
員
″
で
す
。

実
際
に
社
会
で
働
い
て
い
る
人

は
も
っ
と
ド
ロ
臭
く
て
、
ダ
サ

く
て
、
そ
れ
で
も
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
よ
。

で
も
、
学
生
は
そ
の
こ
と
に
は

気
付
か
な
い
ん
で
す
よ
ね
」

山
近
氏
は
「
就
職
活
動
は
自

分
の
壁
を
壊
す
チ
ャ
ン
ス
、
大

い
に
利
用
し
て
下
さ
い
」
と
語

っ
て
い
る
。

〝
6
私
大
求
人
票
シ
ス
テ
ム
〃

で
き
た
本
当
の
理
由

道
内
の
私
大
が
求
人
票
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
で

き
た
背
景
に
は
、
就
職
活
動
に

潜
む
〝
意
外
な
落
と
し
穴
″
が
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あ
る
と
い
う
。

今
年
1
月
に
運
用
開
始
と
な

っ
た
、
求
人
票
一
括
送
信
シ
ス

テ
ム
　
「
北
海
道
求
人
票
ナ
ビ
」
。

こ
れ
は
道
内
の
私
大
が
開
発

し
た
も
の
。
参
加
し
た
の
は
旭

川
大
、
札
幌
学
院
大
、
札
幌
国

際
大
、
札
幌
大
、
北
星
学
園
大
、

北
海
道
文
教
大
の
6
つ
　
（
短
期

大
学
部
は
含
ま
な
い
）
。

こ
れ
ま
で
、
大
学
の
就
職
室

に
送
ら
れ
て
く
る
求
人
票
は
、

あ
ら
か
じ
め
大
学
が
企
業
に
郵

送
し
、
記
入
し
た
も
の
を
企
業

が
返
送
し
て
い
た
。

1
大
学
あ
た
り
の
発
送
数
は

数
千
件
。
送
る
だ
け
で
も
大
変

な
手
間
で
あ
る
上
、
複
数
の
大

学
の
求
人
票
を
記
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
企
業
に
も
負
担
が

か
か
っ
て
い
た
と
い
う
。

ネ
ッ
ト
上
の
専
用
サ
イ
ト
で

求
人
票
に
記
入
・
送
信
す
れ
ば
、

一
括
し
て
各
大
学
に
送
ら
れ
る

と
い
う
し
く
み
。
企
業
の
負
担

は
減
り
、
大
学
も
コ
ス
ト
を
減

ら
し
、
よ
り
多
く
の
企
業
か
ら

の
求
人
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

だ
が
、
求
人
情
報
な
ら
就
職

サ
イ
ト
に
山
の
よ
う
に
載
っ
て

い
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
わ
れ

た
方
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
実

は
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
〝
本
当

の
理
由
″
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

あ
る
就
職
課
職
員
は
こ
う
明

か
す
。
「
会
社
に
入
っ
て
み
た
ら
、
勤

務
実
態
が
求
人
票
と
全
然
違
う

と
ん
で
も
な
い
会
社
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
就
職
課

で
は
そ
う
い
う
会
社
か
ら
求
人

募
集
が
来
て
も
応
じ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
就
職
サ
イ
ト

は
お
金
を
も
ら
っ
て
情
報
を
載

せ
る
の
で
そ
の
へ
ん
が
〝
ゆ
る

い
″
。
現
に
、
う
ち
の
ブ
ラ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
あ
る
会
社
も
、
あ

る
サ
イ
ト
で
は
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
学
生
は
高
い
お
金
を
払
っ

て
大
学
に
通
っ
て
い
る
の
に
、

変
な
会
社
に
入
れ
て
し
ま
っ
た

ら
親
に
申
し
訳
が
立
た
な
い
」

就
職
サ
イ
ト
は
、
「
リ
ク
ナ

ビ
」
「
毎
日
就
職
ナ
ビ
」
な
ど
が

代
表
的
。
最
近
は
大
学
に
求
人

票
を
出
さ
ず
、
こ
う
し
た
就
職

サ
イ
ト
だ
け
で
採
用
活
動
を
行

う
企
業
が
増
え
て
い
る
が
、
中

に
は
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

開
発
の
中
心
と
な
っ
た
札
幌

学
院
大
は
、
「
大
学
は
職
業
安

定
法
に
基
づ
き
就
職
斡
旋
を
し

て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
情
報

を
発
信
し
、
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

25β2007．3月号

大
学
卒
の
就
職
は
い
ま
や
学

生
の
〝
売
り
手
市
場
″
と
な
り
、

「
学
生
が
企
業
を
選
ぶ
時
代
」

と
す
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
企
業

の
人
事
担
当
者
は
学
生
に
「
入

り
た
い
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
説
明
会
、
パ

ン
フ
を
つ
く
る
の
に
必
死
だ
と

い
う
。

ま
ず
、
左
ペ
ー
ジ
に
示
し
た

ラ
ン
キ
ン
グ
表
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

こ
れ
は
楽
天
が
運
営
す
る
就

職
サ
イ
ト
「
み
ん
な
の
就
職
活

動
日
記
」
が
、
2
0
0
7
年
3

月
卒
業
予
定
の
道
内
学
生
の
志

望
企
業
を
集
計
し
た
結
果
だ
。

（
調
査
期
間
0
5
年
9
月
～
0
6
年


